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一
、
は
じ
め
に

　
自
身
の
和
歌
を
歌
合
と
し
て
番
え
て
判
詞
を
請
う
「
自
歌
合
」
は
、
早
く
は
黒
主
・
豊
主
に
仮
託
し
た
凡
河
内
躬
恒
『
論
春
秋
歌
合
』
に

は
じ
ま
り
、
西
行
に
よ
っ
て
『
御
裳
濯
河
歌
合
』・『
宮
河
歌
合
』
が
編
ま
れ
て
以
降
、
新
古
今
時
代
を
中
心
に
隆
盛
し
た
文
芸
様
式
で
あ

る
。
そ
の
後
、
一
度
作
品
数
は
下
火
に
な
る
も
の
の
、
室
町
期
に
入
っ
て
再
び
姿
を
現
し
、
三
条
西
実
隆
周
辺
の
歌
人
に
至
っ
て
作
品
数
が

増
加
し
た
。
室
町
期
に
お
い
て
は
、
連
歌
で
も
実
隆
・
肖
柏
両
判
『
宗
長
百
番
自
連
歌
合
』
が
制
作
さ
れ
て
お
り
、
自
詠
を
番
え
る
形
態
が

流
行
を
み
せ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
近
年
、
室
町
期
の
自
歌
合
に
つ
い
て
は
、『
正
広
三
百
六
十
首
自
歌
合

）
1
（

』・『
慈
照
院
自
歌
合

）
2
（

』・
遠
忠

の
各
自
歌
合

）
3
（

な
ど
、
書
誌
的
事
項
を
中
心
に
相
次
い
で
研
究
成
果
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
分
野
と
言
え
よ
う
。
そ
う
し

た
中
に
あ
っ
て
、
岩
山
道
堅
に
よ
る
『
道
堅
法
師
自
歌
合
』
は
、
現
在
確
認
で
き
る
実
隆
周
辺
の
自
歌
合
の
う
ち
そ
の
初
期
に
作
成
さ
れ
、
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判
詞
を
異
に
し
た
二
系
統
の
写
本
が
今
日
ま
で
伝
わ
る
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
に
お
い
て
、『
道
堅
法
師
自
歌
合
』

と
作
者
で
あ
る
道
堅
に
つ
い
て
は
充
分
な
検
討
・
作
品
の
整
理
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、『
道
堅
法
師
自
歌
合
』
の
基
礎
的
研

究
と
し
て
伝
本
を
中
心
に
報
告
し
、
本
作
品
及
び
道
堅
和
歌
作
品
に
関
す
る
研
究
の
足
掛
か
り
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
　
　
　
　
二
、
道
堅
な
ら
び
に
『
道
堅
法
師
自
歌
合
』
の
基
礎
的
事
項
に
つ
い
て

　
作
者
で
あ
る
岩
山
道
堅
は
、
永
正
期
を
中
心
に
活
躍
し
た
歌
人
で
あ
る
。
生
年
は
未
詳
、
足
利
義
尚
の
奉
公
衆
と
し
て
「
岩
山
尚
宗
」
の

名
で
仕
え
、
文
明
十
五
（
一
四
八
三
）
年
に
義
尚
が
企
画
し
た
私
撰
集
『
撰
藻
鈔
』（
和
歌
打
聞

）
4
（

）
の
編
纂
事
業
に
参
加
し
た
ほ
か
、
同
じ

く
義
尚
が
判
者
を
務
め
た
『
十
二
番
歌
合

）
5
（

』
に
も
作
者
と
し
て
そ
の
名
を
連
ね
て
い
る
。
義
尚
の
積
極
的
な
和
歌
活
動
を
介
し
て
、
三
条
西

実
隆
・
飛
鳥
井
雅
康
な
ど
当
時
の
有
力
な
歌
人
ら
と
関
わ
り
を
得
た
こ
と
が
、
以
降
の
和
歌
活
動
に
も
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

義
尚
が
没
す
る
と
同
時
に
出
家
し
、『
実
隆
公
記
』
明
応
三
（
一
四
九
二
）
年
三
月
二
十
六
日
条
に
お
い
て
は
じ
め
て
「
道
堅
法
師
」
の
名

で
登
場
す
る
。
以
降
、
実
隆
ら
と
交
流
を
重
ね
な
が
ら
多
く
の
和
歌
を
詠
作
し
た
。
ま
た
、
実
隆
と
能
登
国
・
畠
山
氏
と
の
間
に
入
っ
て
和

歌
資
料
の
仲
介
役
を
担
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
度
々
能
登
を
訪
れ
て
い
た
様
子
が
『
雪
玉
集
』
や
『
実
隆
公
記
』
か
ら
窺
え
る
。
享
禄
五

（
天
文
元
・
一
五
三
二
）
年
に
能
登
国
で
没
し
た
と
推
察
さ
れ
、
翌
年
の
『
実
隆
公
記
』
天
文
二
年
六
月
二
日
条
に
「
道
堅
一
回
忌
、
五
十

首
歌
取
重
レ

之
」
と
あ
る
点
か
ら
は
、
実
隆
が
道
堅
の
一
周
忌
に
際
し
て
追
善
五
十
首
和
歌
を
主
催
し
た
様
子

）
6
（

が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
二
人

の
交
友
関
係
の
深
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
道
堅
の
和
歌
作
品
と
し
て
は
、『
群
書
類
従
』
に
『
道
堅
法
師
自
歌
合
』（
巻
二
二
一
）、『
続
群
書
類
従
』
に
『
道
堅
法
師
自
歌
合
』（
巻

四
一
九
）・『
道
堅
法
師
詠
草
』（
巻
四
四
七
）・『
道
堅
法
師
百
首
』（
巻
三
九
七
）
が
そ
れ
ぞ
れ
収
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
実
隆
の
『
雪
玉
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集
』・『
再
昌
草
』、
三
条
西
公
条
『
称
名
院
集
』
に
も
道
堅
の
和
歌
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
道
堅
の
歌
集
に
つ
い
て
は
内
容
に
関
す
る
先
行

研
究
が
な
い
も
の
の
、
書
陵
部
蔵
『
類
聚
和
謌
』・
同
『
道
堅
法
師
集
』、
丹
波
篠
山
市
立
青
山
歴
史
村
蔵
『
道（

マ
マ
）賢
家
集
』
な
ど
に
ま
と
ま
っ

た
形
で
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
作
品
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
敬

）
7
（

に
よ
っ
て
一
旦
整
理
さ
れ
て
以
来
見
直
さ
れ
て
い

な
い
。
道
堅
の
資
料
に
限
ら
ず
、
今
日
、
各
機
関
が
取
り
組
む
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
活
用
に
よ
っ
て
、
諸
本
の
整
理

や
新
出
資
料
の
追
加
な
ど
目
録
の
更
新
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
道
堅
の
和
歌
活
動
に
つ
い
て
、
米
原
正
義
は
能
登
国
で
の
活
躍
を
「
最

晩
年
の
円
熟
し
た
風
境
で
畠
山
氏
の
文
芸
を
育
ん
だ

）
8
（

」
と
指
摘
す
る
。
義
尚
な
ら
び
に
実
隆
周
辺
に
学
ん
だ
道
堅
の
和
歌
が
、
能
登
国
に
お

い
て
展
開
さ
れ
た
「
能
登
畠
山
文
芸
圏
」
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
も
検
討
が
不
可
欠
で
あ
り
、
道
堅
の
詠

作
・
書
写

）
9
（

を
含
め
た
和
歌
活
動
の
整
理
、
及
び
そ
の
内
容
検
討
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
道
堅
に
よ
る
活
発
な
和
歌
活
動
の
中
で
も
、
ひ
と
き
わ
多
く
の
写
本
が
伝
存
す
る
の
が
『
道
堅
法
師
自
歌
合
』
で
あ
る
。
二
十
五
番
全

五
十
首
、
歌
題
は
全
て
建
仁
元
（
一
二
〇
一
）
年
に
詠
作
さ
れ
た
『
仙
洞
句
題
五
十
首
』
題
を
借
用
す
る
。
本
作
品
の
最
大
の
特
徴
は
、
判

詞
の
異
な
る
二
系
統
の
写
本
を
有
す
る
点
で
あ
り
、『
群
書
類
従
』（
巻
二
二
一
）・『
続
群
書
類
従
』（
巻
四
一
九
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
系
統

の
判
詞
を
掲
載
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
道
堅
が
同
じ
自
歌
合
に
つ
い
て
二
者
に
判
を
請
う
た
も
の

）
10
（

」
と
の
見
解
が
通
説
で
あ
る
。
一

人
の
判
者
が
同
じ
作
品
に
対
し
て
二
度
も
判
を
付
す
可
能
性
は
低
く
、
両
系
統
の
勝
負
付
け
を
確
認
す
る
と
、
図
表
一
に
示
す
通
り
二
十
五

番
中
十
二
番
で
結
果
が
異
な
る
点
か
ら
も
、
た
し
か
に
別
人
が
判
を
付
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
今
後
、
判
詞
の
詳
細
な
分
析
を

以
て
、
判
詞
が
付
さ
れ
た
順
番
や
判
者
が
も
う
片
方
の
判
を
事
前
に
確
認
し
て
い
た
か
な
ど
の
判
断
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
成
立
時
期

は
、『
群
書
類
従
』（
巻
二
二
一
）
所
収
の
系
統
が
持
つ
判
者
に
よ
る
跋
文
に
「
明
応
六
年
十
二
月
八
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
明
応

六
（
一
四
九
六
）
年
十
二
月
頃
と
考
え
ら
れ
る
。『
道
堅
法
師
自
歌
合
』
の
本
文
な
ら
び
に
判
詞
の
検
討
に
先
立
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
本

に
つ
い
て
整
理
し
本
作
品
が
ど
の
よ
う
に
流
布
し
享
受
さ
れ
た
か
を
確
認
し
た
い
。
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【
図
表
一
】『
道
堅
法
師
自
歌
合
』
歌
題
・
判
詞
一
覧

　
　
　
　
　（

A
判
は
『
群
書
類
従
』
所
収
本
、
B
判
は
『
続
群
書
類
従
』
所
収
本
を
示
す
）

番 歌題 A判 B判 勝負異

1 初春待花・山路尋花 左 左

2 山花未遍・朝見花 左 左

3 遠村花・故郷花 右 右

4 田家花・古寺花 右 右

5 花似雪・河辺花 右 左 ○

6 深山花・暮山花 持 持

7 古渓花・関路花 左 持 ○

8 羇中花・湖上花 右 持 ○

9 橋下花・花下送日 持 持

10 庭上落花・暮春惜花 右 右

11 初秋月・月前草花 左 持 ○

12 雨後月・松間月 持 右 ○

13 山家月・月前竹風 持 左 ○

14 野径月・ 沢辺月 左 持 ○

15 月前聞鴈・海上月 左 左

16 月照滝水・松間月 左 持 ○

17 月前秋風・江上月 持 持

18 月前虫・月前聞鹿 右 右

19 旅泊月・月前草露 左 左

20 菊籬月・暮秋暁月 左 右 ○

21 寄雲恋・寄風恋 持 持

22 寄雨恋・寄草恋 左 左

23 寄木恋・寄鳥恋 左 持 ○

24 寄嵐恋・寄舟恋 持 右 ○

25 寄琴恋・寄衣恋 持 右 ○

左勝 11 7

右勝 6 8

持　 8 10

○　 12
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三
、
Ａ
系
統
（『
群
書
類
従
』
所
収
）
本
の
整
理

　
は
じ
め
に
、『
群
書
類
従
』（
巻
二
二
一
）
所
収
の
系
統
（
本
稿
で
は
Ａ
系
統
と
称
す
）
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
Ａ
系
統
本
の
判
者
は
、
跋

文
で
「
凡
河
内
俊
恒
」
と
い
う
仮
称
を
用
い
て
判
を
行
っ
た
人
物
で
あ
る
。
成
立
時
期
は
、
前
述
の
通
り
明
応
六
（
一
四
九
六
）
年
十
二
月

八
日
頃
と
推
定
さ
れ
る
。「
凡
河
内
俊
恒
」
な
る
判
者
に
つ
い
て
、
元
禄
六
（
一
六
九
三
）
年
刊
行
の
詩
文
集
『
扶
桑
拾
葉
集
』
巻
第

二
十
四
は
本
跋
文
を
実
隆
の
作
と
し
て
掲
載
す
る
ほ
か
、『
図
書
寮
典
籍
解
題

）
11
（

』
が
「
判
者
は
三
条
西
実
隆
と
考
へ
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て

お
り
、
道
堅
と
の
交
友
が
あ
っ
た
実
隆
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
明
応
期
に
お
け
る
和
歌
を
め
ぐ
っ
た
二
人
の
交
流
を
『
実
隆
公
記
』
に
求
め

る
と
、
Ａ
系
統
本
成
立
の
二
年
前
に
あ
た
る
明
応
四
（
一
四
九
八
）
年
に
、「
道
堅
来
。
狂
歌
十
番
独
吟
哥
合
持
来
。
言
語
道
断
殊
勝
物
也
。

判
詞
更
愚
意
難
レ

及
者
也
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
道
堅
が
「
狂
歌
十
番
独
吟
歌
合
」
を
作
成
し
て
実
隆
の
も
と
へ
持
ち
寄
っ
た
様
子
が
窺
え

る
。
ほ
か
に
も
同
年
十
一
月
六
日
条
に
「
道
堅
法
師
来
、
百
首
合
点
令
レ

見
レ

之
了
」
と
あ
る
よ
う
に
、
道
堅
が
度
々
実
隆
の
も
と
を
訪
れ
、

自
詠
を
見
せ
て
合
点
や
添
削
を
受
け
て
い
た
様
子
が
確
認
で
き
る
。
以
上
か
ら
、
度
重
な
る
和
歌
を
介
し
た
交
流
の
様
子
が
あ
り
、
Ａ
系
統

本
の
判
者
を
実
隆
と
想
定
さ
せ
る
要
素
は
十
分
に
認
め
ら
れ
よ
う
。

　「
凡
河
内
俊
恒
」
と
い
う
判
者
名
に
つ
い
て
、
伊
藤
敬
は
跋
文
の
表
現
を
中
心
に
検
討
し
、
実
隆
が
隠
し
名
を
用
い
た
の
は
当
時
歌
壇
の

指
導
者
的
位
置
に
あ
っ
た
飛
鳥
井
家
へ
の
遠
慮
か
ら
き
た
態
度
で
あ
る
と
考
察

）
12
（

を
加
え
た
。
果
た
し
て
飛
鳥
井
家
へ
の
遠
慮
を
「
凡
河
内
俊

恒
」
と
い
う
隠
し
名
か
ら
読
み
取
っ
て
よ
い
の
か
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
、
実
隆
の
自
歌
合
判
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、
跋
文

だ
け
で
な
く
判
詞
全
体
の
分
析
に
よ
っ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
Ａ
系
統
の
写
本
は
十
六
本
確
認
で
き
、『
群
書
類
従
』（
巻
二
二
一
）
を
加
え
る
と
計
十
七
本
の
本
文
が
検
討
対
象
と
な
る
。
以
下
に
、
諸
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本
の
簡
略
な
概
要
を
示
す
。
概
要
は
、［
一
］
所
蔵
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
名
、［
二
］
整
理
番
号
、［
三
］
外
題
・
内
題
、［
四
］
書
写
者
、［
五
］

形
式
、［
六
］ID

／D
O

I

な
ど
、［
七
］
蔵
書
印
（
現
蔵
印
以
外
を
記
す
）、［
八
］
そ
の
他
、［
九
］
書
写
奥
書
の
順
に
記
す
。
書
写
奥
書

に
つ
い
て
、
同
文
の
場
合
に
は
左
記
の
と
お
り
に
記
号
で
示
し
た
。

　
中
： 

右
一
冊
道
堅
法
師
自
歌
合
也
。
件
本
親
王
御
方
申
出
書
写
畢
。
彼
書
後
柏
原
院
御
勅
筆
也
。
未
遂
一
校
者
也
。
于
時
永
禄
十
二
暦
夏

六
月
上
八
日
　
正
五
位
下
行
左
近
衛
権
少
将
源
通
勝

　
幽
：
以
右
之
奥
書
之
本
書
写
校
合
之
。
幽
斎
叟
玄
旨
花
押

　
宗
：
遂
一
校
畢
。
宗
永
判

①
中
院
文
庫
本

［
一
］
京
都
大
学
附
属
図
書
館
・
中
院
文
庫
［
二
］
中
院/V

I/113

［
三
］
外
題
「
歌
合 

道
堅
法
師
自
歌 

判
詞
逍
遥
院
」・
内
題
「
歌
合    

道
堅
法
師
歌
也
」［
四
］
中
院
通
勝
写 

［
五
］
冊
子
本
・
一
面
一
三
行
・
和
歌
一
行
書 

［
六
］
レ
コ
ー
ドID

：R
B

00007121

（
京
都
大

学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）［
八
］
虫
損
多
［
九
］
中

②
バ
ー
ク
レ
ー
本

［
一
］
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校C

.V
.

ス
タ
ー
東
ア
ジ
ア
図
書
館
（
旧
三
井
文
庫
）・
三
条
西
家
旧
蔵
本
［
二
］ 

二
三
二
三

［
三
］
外
題
「
詠
草
　
文
禄
至
天
保
」・
内
題
「
歌
合
　
道
堅
法
師
歌
也
」［
四
］
三
条
西
実
条
写
［
五
］
横
本
仮
綴
・
一
面
二
〇
行
・
和

歌
二
行
書 

［
六
］D

O
I

：10.20730/100121488

（
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」）［
八
］ 

奥
に
実
条
の
花
押
を
記
す
。

［
九
］
中
・
此
一
冊
丹
後
於
也
足
軒
書
写
候
也
。
于
時
文
禄
二
九
月
廿
六
（
花
押
）
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③
永
青
文
庫
（
甲
）
本

［
一
］
公
益
財
団
法
人
永
青
文
庫
所
蔵
・
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
（
細
川
家
北
岡
文
庫
）［
二
］
目
録
番
号107.365.11 

［
三
］
外
題

「
廿
五
番
歌
合
道
堅
自
歌
」・
内
題
「
歌
合
　
道
堅
法
師
歌
也
」［
四
］
細
川
幽
斎
写
［
五
］
冊
子
本
・
一
面
一
〇
行
・
和
歌
二
行
書 

［
六
］

D
O

I

：10.20730/100097111

（
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」）［
八
］
幽
斎
の
花
押
を
記
す
。
一
七
丁
目
袋
綴
の
内

側
に
、
本
文
同
筆
「
墨
付
拾
七
枚
」
の
付
箋
あ
り
。［
九
］
中
・
幽

④
永
青
文
庫
（
乙
）
本

［
一
］
同
右
蔵
［
二
］
目
録
番
号210.11 

［
三
］
外
題
「
幽
斎
公
御
筆
道
堅
法
師
自
歌
合
」・
内
題
「
歌
合
　
道
堅
法
師
歌
也
」［
五
］
巻

子
本
（
元
冊
子
本
）・
和
歌
一
行
書
［
六
］D

IO

：10.20730/100097140 

（
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」）［
七
］

「
西
村
家
蔵
書
印
」［
八
］
函
書
「
幽
斎
公
御
筆
　
道
堅
法
師
自
歌
合 

壱
巻
」。
同
封
の
極
札
（
古
筆
了
意
）「
細
川
玄
旨
法
印
　
世
ハ
さ

か
さ
ま
に 

一
巻
」
は
、
別
資
料
に
対
す
る
極
め
か
。［
九
］
中
・
幽

⑤
書
陵
部
・
御
所
本

［
一
］
宮
内
庁
書
陵
部
［
二
］
五
〇
一
・
七
四 

［
三
］
外
題
「
歌
合
三
十
一
種
」・
内
題
「
歌
合 

道
堅
法
師
歌
也
」［
五
］
冊
子
本
・
一
面

一
〇
行
・
和
歌
一
行
書
［
六
］D

O
I

：10.20730/100245344
（
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」）［
八
］
伝
御
所
本

（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
依
る
）［
九
］
中

 

⑥
書
陵
部
・
鷹
司
本
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［
一
］
宮
内
庁
書
陵
部
［
二
］
函
架
番
号
：
鷹
・
八
七 

［
三
］ 

外
題
「
道
堅
法
師
自
歌
合
」・
内
題
「
歌
合
　
道
堅
法
師
歌
也
」 ［
五
］
列
帖

装
・
一
面
一
〇
行
・
和
歌
一
行
書
［
七
］「
鷹
司
城
南
館
図
書
印
」［
九
］
中

⑦
肥
前
松
平
文
庫
本

［
一
］
島
原
図
書
館
・
肥
前
松
平
文
庫
［
二
］
函
番
：
一
三
九
―
一
八 

［
三
］
外
題
「
道
堅
法
師
自
歌
合
」・
内
題
「
歌
合
　
道
堅
法
師
歌

也
」［
五
］
冊
子
本
・
一
面
一
〇
行
・
和
歌
二
行
書
［
六
］D
O

I

：10.20730/100220335 

（
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」）［
九
］
中

⑧
彰
考
館
文
庫
（
甲
）
本

［
一
］
徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
彰
考
館
文
庫
［
二
］
巳
・
一
二 

［
三
］
外
題
「
歌
合
部
類
」・
内
題
「
歌
合
　
道
堅
自
歌
也
」 ［
五
］
横
本
、

一
面
一
〇
行
・
和
歌
二
行
書
［
八
］
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
・
三
二
―
七
四
―
一
三
―
五
七 

［
九
］
中

⑨
彰
考
館
文
庫
（
乙
）
本

［
一
］
徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
彰
考
館
文
庫
［
二
］
巳
一
三
・
〇
七
二
六
三
［
三
］
外
題
「
建
保
五
年
満
座
歌
合
他
三
点
」・
内
題
『
道
堅

自
歌
合
』［
五
］
横
本
・
一
面
一
〇
行
・
和
歌
二
行
書
［
八
］
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
三
二
―
三
一
六
―
一
四

―
四
）・『
満
座
歌
合
建
保
五
年
』『
遠
忠
百
番
自
歌
合
』『
詠
百
首
和
歌
融
成
』
と
合
冊
［
九
］
中
・
幽

⑩
神
宮
文
庫
（
甲
）
本
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［
一
］
神
宮
文
庫
［
二
］
三
・
一
四
八
八 

［
三
］
外
題
「
清
渚
集
」・
内
題
「
歌
合
　
道
堅
法
師
詠
」［
五
］
冊
子
本
・
一
面
一
一
行
・
和
歌

一
行
書 
［
八
］
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
三
四
―
一
六
〇
―
一
〇
―
四
二
）［
九
］
中
・
幽

⑪
神
宮
文
庫
（
乙
）
本

［
一
］
神
宮
文
庫
［
二
］
三
・
一
〇
〇
八 

［
三
］
外
題
「
道
賢
法
師
歌
合
」・
内
題
「
歌
合
　
道
堅
法
師
歌
也
」［
五
］
冊
子
本
・
一
面
九

行
・
和
歌
二
行
書
［
七
］
林
崎
文
庫
［
八
］
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
三
四
―
一
二
四
―
七
）［
九
］
中
・
幽

⑫
石
崎
文
庫
本

［
一
］
中
之
島
図
書
館
・
石
崎
文
庫
［
二
］
請
求
番
号
：
石
崎224.5/18/# 

［
三
］
外
題
「
岩
山
道
堅
自
歌
合
　
凡
河
内
俊
恒
判
」・
内
題

「
岩
山
道
堅
自
歌
合
」［
五
］
冊
子
本
・
一
面
九
行
・
和
歌
一
行
書
［
六
］
タ
イ
ト
ル
コ
ー
ド
：10014171889101

（
大
阪
府
立
図
書
館

お
お
さ
か
ｅ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）［
七
］
大
阪
府
立
図
書
館
［
九
］
中
・
幽

⑬
国
文
学
研
究
資
料
館
本

［
一
］
国
文
学
研
究
資
料
館
・
一
般
［
二
］
タ
二
―
二
二
二 

［
三
］
外
題
「
岩
山
道
堅
自
歌
合
」・
内
題
「
道
堅
法
師
自
歌
合
」［
五
］
冊

子
本
・
一
面
九
行
・
和
歌
一
行
書
［
一
］D

O
I

： 10.20730/200009138

（
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」）［
九
］

中
・
幽

⑭
天
理
本
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［
一
］
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
［
二
］
九
一
一
・
二
九
―
イ
二
七
［
三
］
外
題
「
五
十
首
自
歌
合
　
道
堅
法
師
判
逍
遥
院
」・
内
題

「
歌
合
　
道
堅
法
師
歌
也
」［
五
］
枡
形
本
・
一
面
八
行
・
和
歌
二
行
書
［
七
］「
芸
叢
之
印
」「
豊
蔀
家
庫
」［
八
］
帙
題
簽
『
道
堅
法
師

自
歌
合
　
逍
遥
院
判
元
禄
頃
写
　
田
村
家
旧
蔵
』・『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
第
二
十
六
号
に
掲
載
の
、
一
一
三
『
道
堅
法
師
自
歌
合
』
田

村
家
旧
蔵
・
枡
形
本
と
書
誌
的
特
徴
が
合
致
。［
九
］
中
・
幽

⑮
伊
達
文
庫
本

［
一
］
宮
城
県
図
書
館
・
伊
達
文
庫
［
二
］
請
求
番
号
：
伊911.28

―35

・
目
録
番
号2700)

［
三
］
「
道
堅
自
歌
合
」
・
内
題
「
歌
合
　

道
堅
法
師
歌
也
」［
五
］
冊
子
本
・
一
面
八
行
・
和
歌
一
行
書
［
六
］D

O
I

：10.20730/100050261

（
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
［
七
］ 

伊
達
伯
観
瀾
閣
図
書
印 
［
九
］
中
・
幽
・
宗

⑯
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
本

［
一
］
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
［
二
］
請
求
番
号
：E

v

―23 

［
三
］ 

外
題
ナ
シ
・
内
題
「
道
堅
法
師
自
歌
合
」［
五
］
冊
子
本
・

一
面
八
行
・
和
歌
一
行
書
［
九
］
中
・
幽
・
宗
・
寛
保
三
年
書
写
畢
。
定
誠
（
花
押
）

※
⑰
『
群
書
類
従
』
本

（
塙
保
己
一 

編
『
群
書
類
従
』
第
十
三
輯
和
歌
部
・
巻
二
二
一
、
改
訂
三
版
、
続
群
書
類
従
完
成
会
本
、
一
九
九
三
年
十
月
）

［
三
］『
道
堅
法
師
自
歌
合
』［
九
］
中
・
右
道
堅
法
師
自
歌
合
以
百
花
庵
宗
固
本
校
合
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以
下
、
本
章
で
は
三
種
類
の
書
写
奥
書
ご
と
に
整
理
を
行
い
、
諸
本
の
本
文
と
写
本
伝
播
の
様
相
を
確
認
し
て
し
た
い
。

【
一
】
通
勝
奥
書
本

　
ま
ず
、
中
す
な
わ
ち
、
中
院
通
勝
に
よ
る
書
写
奥
書
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
Ａ
系
統
本
は
、
次
章
に
示
す
他
系
統
本
に
比
べ
て
伝
本

数
が
多
く
、
そ
の
全
て
に
永
禄
十
二
年
六
月
八
日
付
の
中
院
通
勝
書
写
奥
書
が
写
さ
れ
て
い
る
（
図
表
二
参
照
）。
書
写
奥
書
に
依
れ
ば
、

【
図
表
二
】
Ａ
系
統
本 

書
写
奥
書
一
覧

諸本
番号 通勝 幽斎 宗永 ほか

① ○

② ○ ○

③ ○ ○

④ ○ ○

⑤ ○

⑥ ○

⑦ ○

⑧ ○

⑨ ○ ○

⑩ ○ ○

⑪ ○ ○

⑫ ○ ○

⑬ ○ ○

⑭ ○ ○

⑮ ○ ○ ○

⑯ ○ ○ ○ ○

⑰ ○ ○
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永
禄
十
二
（
一
五
六
九
）
年
に
通
勝
が
親
王
御
方(

誠
仁
親
王
か)

経
由
で
「
後
柏
原
院
御
勅
筆
」
本
を
拝
借
し
、
書
写
し
た
本
で
あ
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
。「
後
柏
原
院
御
勅
筆
」
本
の
発
見
が
待
た
れ
る
が
、
と
く
に
①
中
院
文
庫
本
は
中
院
通
勝
筆
の
一
冊
で
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
現
時
点
で
は
最
も
古
い
本
文
を
有
す
る
写
本
と
し
て
Ａ
系
統
本
の
最
善
本
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　
な
お
、
後
柏
原
天
皇
と
道
堅
を
繋
ぐ
人
物
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
実
隆
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
実
隆
公
記
』
永
正
四

（
一
五
〇
七
）
年
四
月
二
十
五
日
の
記
事
に
は
「
道
堅
法
師
百
首
勅
点
事
被
レ

仰
談
レ

之
、
愚
存
之
分
注
付
申
入
了
」
の
一
文
が
確
認
で
き
る
。

後
柏
原
天
皇
が
「
道
堅
法
師
百
首
」
に
勅
点
を
付
す
際
、
実
隆
も
そ
こ
へ
「
注
付
」
を
行
っ
た
と
あ
り
、
後
柏
原
天
皇
・
実
隆
・
道
堅
を
繋

ぐ
唯
一
の
記
事
で
も
あ
る
。
こ
の
と
き
、
道
堅
が
天
皇
に
対
し
て
直
接
百
首
歌
を
提
出
し
た
と
は
考
え
が
た
く
、
実
隆
が
道
堅
の
和
歌
作
品

を
天
皇
に
繋
い
だ
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
、
Ａ
系
統
本
も
実
隆
を
経
由
し
て
天
皇
の
手
元
に
渡
っ
た
と
推
察
で
き
、
実
隆

自
ら
が
判
詞
を
し
た
た
め
た
作
品
が
天
皇
に
呈
さ
れ
た
可
能
性
も
十
分
に
認
め
ら
れ
る
。「
後
柏
原
院
御
勅
筆
」
本
の
存
在
は
、
Ａ
系
統
本

の
判
者
が
実
隆
で
あ
る
可
能
性
を
高
め
る
存
在
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
①
を
直
接
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
②
バ
ー
ク
レ
ー
本
・
③
永
青
文
庫
（
甲
）
本
・
⑤
書
陵
部
・
御
所
本
で
あ
る
。
②
は
三
条
西

実
条
自
筆
詠
草
の
一
部
で
あ
り
、
通
勝
の
書
写
奥
書
に
続
け
て
「
此
一
冊
丹
後
於
也
足
軒
書
写
候
也
。
于
時
文
禄
二
九
月
廿
六
」、
及
び
実

条
の
花
押
を
記
す
。
つ
ま
り
、
文
禄
二
（
一
五
九
三
）
年
に
通
勝
（
也
足
）
か
ら
①
を
借
り
受
け
て
書
写
し
た
一
冊
で
あ
る
旨
を
示
し
て
い

る
。
通
勝
と
実
条
の
関
係
を
み
る
と
、
実
条
の
父
・
三
条
西
公
国
と
通
勝
は
従
兄
弟
同
士
で
あ
り
、
実
条
は
主
に
慶
長
以
降
に
通
勝
か
ら
和

歌
の
添
削
指
導
を
受
け
て
い
る

）
13
（

。
文
禄
期
と
い
う
と
、
通
勝
は
ま
だ
丹
後
に
身
を
寄
せ
て
い
た
時
期

）
14
（

で
は
あ
る
が
、
実
条
は
文
禄
三

（
一
五
九
五
）
年
八
月
七
日
に
通
勝
の
草
庵
で
行
わ
れ
た
歌
会
に
参
加

）
15
（

し
て
お
り
、
文
禄
期
か
ら
度
々
丹
後
に
い
る
通
勝
を
訪
れ
て
い
た
様

子
が
確
認
で
き
る
。
②
は
、
歌
道
指
南
が
本
格
化
す
る
慶
長
以
前
か
ら
、
実
条
と
通
勝
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
例
と
も
い

え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
②
の
本
文
は
①
を
忠
実
に
写
し
て
お
り
、
①
の
虫
損
箇
所
を
補
い
得
る
重
要
な
一
本
で
あ
る
。
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【
二
】
幽
斎
奥
書
本

　
続
い
て
、
幽
斎
に
よ
る
書
写
奥
書
を
持
つ
十
本
に
つ
い
て
記
す
。
幽
斎
は
積
極
的
に
和
歌
資
料
を
書
写
し
て
お
り
、
日
下
幸
男

）
16
（

は
『
藤
孝

事
記
』
の
記
事
か
ら
、
通
勝
と
幽
斎
が
慶
長
四
・
五
（
一
五
九
九
・
一
六
〇
〇
）
年
頃
に
歌
合
資
料
を
集
中
的
に
写
し
て
い
た
点
を
指
摘
す

る
。
③
も
ほ
か
の
歌
合
資
料
と
同
時
期
に
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
・
細
川
家
北
岡
文

庫(

永
青
文
庫)

に
は
③
④
の
二
本
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
③
は
冊
子
本
で
幽
斎
の
花
押
を
有
す
る
の
に
対
し
て
、
④
は
巻
子
装
で
あ
り
函

書
・
外
題
と
も
に
「
幽
斎
公
」
筆
と
記
す
な
ど
、
③
よ
り
も
格
調
高
い
装
丁
で
あ
る
。
し
か
し
、
③
が
幽
斎
筆
と
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て

④
は
幽
斎
筆
と
は
断
じ
難
く
、
巻
子
本
に
仕
立
て
ら
れ
た
の
も
近
代
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
④
に
「
西
村
家
蔵
書
印
」
が
押
さ
れ

て
い
る
点
か
ら
は
、
元
か
ら
本
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
資
料
と
は
言
い
難
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
同
封
の
極
札
は
幽
斎
筆
と

極
め
る
も
の
だ
が
、「
細
川
玄
旨
法
印
　
世
ハ
さ
か
さ
ま
に 

一
巻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
世
は
さ
か
さ
ま
に
」
は
Ａ
系
統
本
の
本
文
に
は

見
ら
れ
な
い
一
文
で
あ
り
、
別
資
料
に
付
属
し
て
い
た
極
札
が
ど
こ
か
の
段
階
で
④
と
と
も
に
保
管
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

）
17
（

。

　
さ
ら
に
、
本
文
の
比
較
に
よ
っ
て
二
本
の
位
置
付
け
を
確
認
し
た
い
。
諸
本
の
主
な
異
同
は
、
図
表
三
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

【
図
表
三
】
Ａ
系
統
本
に
お
け
る
主
な
異
同

（
以
下
、
①
を
底
本
と
し
て
濁
点
・
句
読
点
を
私
に
付
す
。
な
お
、
傍
線
は
①
と
の
異
同
・
波
線
は
脱
字
を
示
す
）

② ①

花
の
え
だ
哉

花
の
え
だ
哉

四
番
左
歌

心
も
詞
も
た
か
く
し
て

心
も
詞
も
た
か
く
し
て

四
番
判
詞

月
ぞ
と
ふ

月
ぞ
と
ふ

十
番
左
歌

遠
野
原
の
秋
の
月
あ
は
れ

遠
野
原
の
秋
の
月
あ
は
れ

十
四
番
判
詞

青
葉
に
を
も
き

青
葉
に
を
も
き

十
九
番
右
歌
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⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③

花
の
枝
哉

花
の
下え

イ

哉

花
の
しえ

イ

た
哉

花
の
しえ

イ

た
哉

花
の
下
哉

花
の
し
た
か
な

は
な
の
し
た
か
な

花
の
し
た
か
な

花
の
し
た
か
な

花
の
し
た
か
な

花
の
し
た
か
な

花
の
し
た
か
な

花
の
え
だ
か
な

花
の
しえ

た
か

花
の
え
だ
か
な

心
も
こ
と
葉
も
た
ゞ
し
く
て

心
も
詞
も
た
ゞ
し
く
て

心
も
詞
も
た
ゞ
し
く
て

心
も
詞
も
た
ゞ
し
く
て

心
も
詞
も
た
ゞ
し
く
て

心
も
詞
も
た
ゞ
し
く
て

心
も
詞
も
た
かた

ゞ

イく
し
て

心
も
詞
も
た
ゞ
し
く
て

心
も
詞
も
た
ゞ
し
く
て

心
も
詞
も
た
ゞ
し
く
て

心
も
詞
も
たた

か

く

か

ゞ
し
く
て

心
も
詞
も
た
ゞ
し
く
て

心
も
詞
も
た
か
く
し
て

心
も
詞
も
た
ゞ
し
く
て

心
も
詞
も
た
か
く
し
て

月
ぞ
と
ふ

月
ぞ
よ
ふ

月
ぞ
よ
ふ

月
ぞ
よ
ふ

月
ぞ
よ
ふ

月
ぞ
よ
ふ

月
ぞ
よ
ふ

月
ぞ
よ
ふ

月
ぞ
よ
ふ

月
ぞ
よ
ふ

月
ぞ
と
ふ

月
ぞ
と
ふ

月
ぞ
と
ふ

月本
マ
マ

ぞ
と

よ
ふ

月
ぞ
と
ふ

遠
野
原
の
月
あ
は
れ

遠
野
原
の
あ
は
れ

遠
野
原
の
あ
は
れ

遠
野
原
の
あ
は
れ

遠
野
原
の
月
あ
は
れ

遠
野
原
の
月
あ
は
れ

遠
野
原
の
月
あ
は
れ

遠
野
原
の
月
あ
は
れ

遠
野
原
の
月
あ
は
れ

遠
野
原
の
月
あ
は
れ

遠
野
原
の
月
あ
は
れ

遠
野
原
の
月
あ
は
れ

遠
野
原
の
秋
の
月
あ
は
れ

遠
野
原
の
月
哀

遠
野
原
の
月
あ
は
れ

青
葉
に
を
も
る

青
葉
にも

イ

を
も
るき

イ

青
葉
にも

イ

を
も
るき

イ

青
葉
にも

イ

を
も
るき

イ

青
葉
に
を
も
る

青
葉
に
を
も
る

青
葉
に
を
も
る

青
葉
に
を
も
る

青
葉
に
お
も
る

青
葉
に
を
も
る

青
葉
に
を
も
る

青
葉
に
を
も
る

青
葉
に
を
も
き

青
葉
に
を
も
る

青
葉
に
を
も
き
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※
参
考
：
異
同
箇
所
の
本
文

　
　
　
　
四
番
左
歌
　
：
庵
さ
す
苗
代
垣
に
お
り
そ
へ
て
い
ふ
か
ひ
も
な
き
花
の
え
だ
哉

　
　
　
　
四
番
判
詞
　
： 

左
、
苗
代
が
き
の
花
の
枝
は
逸
興
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
す
こ
し
俗
に
近
て
い
ふ
か
ひ
なな

く

やき
侍
ら
ん
。
右
の
初
瀬
山

は
、
心
も
詞
も
た
か
く
し
て
田
夫
の
花
の
陰
の
姿
を
よ
び
が
た
き
に
や
。

　
　
　
　
十
番
左
歌
　
：
月
ぞ
と
ふ
庭
の
松
風
心
せ
よ
我
為
に
こ
そ
花
も
お
し
ま
ね

　
　
　
　
十
四
番
判
詞
： 
水
草
が
く
れ
の
秋
の
沢
水
、
思
ひ
入
た
る
心
あ
さ
か
ら
ず
を
か
し
く
侍
る
を
、
遊
子
猶
行
ら
ん
遠
野
原
の
秋
の

月
、
あ
は
れ
捨
が
た
き
。
世
に
し
ら
ぬ
心
地
こ
そ
す
れ
と
侍
る
、
源
氏
物
語
の
歌
さ
ま
も
空
に
通
ひ
て
此
月
の
行

ゑ
殊
に
や
さ
し
く
見
所
お
ほ
く
こ
そ
侍
ら
め
。

　
　
　
　
十
九
番
右
歌
：
消
さ
ら
ば
花
に
も
契
れ
朝
顔
の
青
葉
に
を
も
き
露
の
月
か
げ

四
番
左
歌
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
①
②
③
が
同
一
本
文
を
有
す
る
の
に
対
し
、
江
戸
時
代
前
中
期
の
歌
人
・
田
村
宗
永
（
建
顕
）
の
奥
書

を
有
す
る
⑮
で
は
異
同
が
見
ら
れ
、
①
②
③
の
本
文
「
花
の
え
だ
哉
」
が
異
本
注
記
さ
れ
て
い
る
。
④
に
お
い
て
も
同
様
の
異
同
・
注
記
が

確
認
で
き
る
点
か
ら
、
④
は
③
以
降
の
本
文
の
形
を
有
し
て
い
る
。
同
様
の
傾
向
は
、
別
の
異
同
箇
所
で
も
概
ね
確
認
で
き
る
た
め
、
①
を

直
接
写
し
た
幽
斎
筆
『
道
堅
法
師
自
歌
合
』
は
、
③
と
判
断
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
な
お
、
幽
斎
奥
書
を
有
さ
な
い
写
本
は
、
②
バ
ー
ク
レ
ー
本
と
あ
わ
せ
て
⑤
⑥
⑦
⑧
と
⑰
『
群
書
類
従
』
の
計
六
本
が
確
認
で
き
る
。
ま

ず
、
⑤
書
陵
部
・
御
所
本
に
つ
い
て
は
本
文
が
①
②
と
一
致
し
て
お
り
、
①
中
院
文
庫
本
を
底
本
に
し
た
と
考
え
て
よ
い
。
続
い
て
、
⑧
彰

考
館
（
甲
）
本
の
本
文
を
確
認
す
る
と
、
図
表
三
に
掲
げ
た
通
り
⑧
は
④
と
異
同
が
一
致
し
て
お
り
③
以
降
の
写
本
を
底
本
と
し
た
点
が
明

ら
か
で
あ
る
。
幽
斎
奥
書
を
持
た
な
い
も
の
の
、
幽
斎
書
写
本
を
経
由
し
た
写
本
と
位
置
づ
け
る
べ
き
だ
ろ
う
。
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つ
ぎ
に
、
⑥
書
陵
部
・
鷹
司
本
と
⑦
肥
前
松
平
本
は
、
四
番
左
歌
を
「
花
の
し
た
か
な
」、
四
番
判
詞
「
心
も
詞
も
た
ゞ
し
く
て
」
と
記

し
、
⑦
の
み
①
の
本
文
で
あ
る
「
た
か
く
」
を
注
記
す
る
。
⑥
⑦
は
い
ず
れ
も
幽
斎
奥
書
を
有
す
る
写
本
を
底
本
と
し
、
⑦
で
は
そ
れ
以
前

の
本
を
以
て
校
合
を
行
っ
た
様
子
が
確
認
で
き
る
。
一
方
で
、
十
番
左
歌
で
は
①
の
「
月
ぞ
と
ふ
」
を
本
文
と
し
、
④
の
「
月
ぞ
よ
ふ
」
を

継
承
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
①
中
院
文
庫
本
の
本
文
と
③
永
青
文
庫
（
甲
）
本
以
降
に
流
布
し
た
本
文
の
、
両
方
の
形
を
有
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
で
は
、
⑥
⑦
が
①
を
直
接
書
写
し
た
の
か
と
い
う
と
、
や
は
り
③
以
降
の
写
本
を
経
由
し
た
本
文
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
の
一
例
が
、
十
四
番
判
詞
に
見
ら
れ
る
「
秋
の
」
の
脱
落
で
あ
る
。
基
本
的
に
、
③
の
本
文
は
①
を
継
承
す
る
も
の
の
、
十
四
番

判
詞
で
は
脱
落
が
見
ら
れ
、「
遠
野
原
の
秋
の
月
あ
は
れ
」
と
あ
る
べ
き
一
文
が
「
遠
野
原
の
月
あ
は
れ
」
と
写
さ
れ
た
。
こ
の
脱
落
は
③

以
降
の
写
本
で
も
継
承
さ
れ
て
お
り
、
⑮
に
至
っ
て
は
「
月
」
さ
え
も
脱
落
し
て
「
遠
野
原
の
あ
は
れ
」
と
な
る
。
十
四
番
判
詞
の
異
同

は
、
③
を
経
由
し
た
写
本
か
否
か
を
判
断
す
る
証
左
と
な
る
一
文
で
あ
り
、「
遠
野
原
の
秋
の
月
あ
は
れ
」
＝
①
中
院
文
庫
本
、「
遠
野
原
の

月
あ
は
れ
」
＝
③
永
青
文
庫
（
甲
）
本
以
降
、「
遠
野
原
の
あ
は
れ
」
＝
⑮
伊
達
文
庫
本
周
辺
の
写
本
を
底
本
と
し
た
本
文
と
区
分
で
き
る
。

　
以
上
か
ら
、
⑥
⑦
に
つ
い
て
も
幽
斎
奥
書
を
有
す
る
本
を
底
本
と
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
⑰
『
群
書
類
従
』
も
幽
斎
奥
書
を

有
す
る
写
本
を
底
本
と
し
た
、
あ
る
い
は
異
本
注
記
を
も
つ
幽
斎
本
系
統
の
写
本
を
以
て
校
合
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ａ
系
統
本
の
諸
本

は
、
幽
斎
書
写
奥
書
を
有
し
て
い
な
い
場
合
に
も
、
②
実
条
本
と
⑤
御
所
本
を
除
く
全
て
で
③
幽
斎
本
を
経
由
し
た
と
言
え
、
本
書
は
幽
斎

の
書
写
を
経
た
こ
と
で
流
布
し
た
和
歌
資
料
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

【
三
】
宗
永
奥
書

　
最
後
に
、
田
村
宗
永
に
よ
る
書
写
奥
書
本
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
前
節
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
田
村
宗
永
は
江
戸
時
代
前
中
期
に
一
関
藩

の
初
代
藩
主
と
な
っ
た
人
物
で
あ
り
、
歌
人
で
も
あ
っ
た
。
数
多
く
の
歌
書
を
収
集
・
書
写
し
て
お
り
、
そ
の
一
部
が
『
龍
門
文
庫
善
本
書
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目
）
18
（

』
に
確
認
で
き
る
。
Ａ
系
統
本
も
歌
書
収
集
の
過
程
で
宗
永
の
手
に
渡
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
幽
斎
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
Ａ
系
統
本

が
江
戸
時
代
に
至
っ
て
広
く
享
受
さ
れ
た
様
子
が
窺
え
よ
う
。
宗
永
の
奥
書
を
有
す
る
の
は
⑮
⑯
の
二
本
で
あ
り
、
異
同
・
注
記
を
み
る
と

い
ず
れ
も
十
四
番
判
詞
を
「
遠
野
原
の
あ
は
れ
」・
十
九
番
右
歌
を
「
青
葉
にも

イ

を
も
るき

イ

」
と
記
す
な
ど
、
本
文
の
一
致
が
認
め
ら
れ
る
。
な

お
⑭
は
、
宗
永
の
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
蔵
書
印
「
芸
叢
之
印
」
が
確
認
で
き
、
⑭
の
書
誌
的
特
徴
が
『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目

）
19
（

』
第

二
十
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
一
一
三
『
道
堅
法
師
自
歌
合
』
田
村
家
旧
蔵
本
の
記
載
事
項
と
合
致
す
る
点
か
ら
、
宗
永
が
手
元
に
置
い
て
い
た

一
本
と
し
て
位
置
づ
け
て
良
い
。

　
以
上
、
Ａ
系
統
本
の
書
写
奥
書
を
中
心
に
整
理
し
、
そ
の
伝
播
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
Ａ
系
統
本
は
「
後
柏
原
院
御
勅
筆
」
本

を
中
院
通
勝
（
①
）
が
写
し
た
こ
と
か
ら
写
本
の
伝
播
が
始
ま
り
、
次
い
で
細
川
幽
斎
（
③
）
が
①
を
書
写
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
本
書
が
流

布
し
た
様
相
が
、
書
写
奥
書
と
本
文
の
整
理
に
よ
っ
て
確
認
で
き
た
。

　
　
　
　
　
四
、
Ｂ
系
統
本
（『
続
群
書
類
従
』
所
収
）
本
の
整
理

　
続
い
て
、
本
章
で
は
『
続
群
書
類
従
』
所
収
の
系
統
（
本
稿
で
は
Ｂ
系
統
と
称
す
）
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
Ｂ
系
統
本
の
判
者
及
び
判
詞

の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、
本
文
中
に
は
記
載
が
無
く
未
詳
で
あ
る
。
判
詞
を
み
る
と
、
一
番
・
七
番
・
十
四
番
・
十
九
番
・
二
十
四
番
を
漢

文
体
で
記
す
の
が
特
徴
で
あ
り
、
Ａ
系
統
に
み
ら
れ
た
跋
文
が
な
い
の
に
対
し
て
、
一
番
判
詞
の
冒
頭
に
序
文
と
も
言
う
べ
き
文
章
が
挿
入

さ
れ
て
い
る
。
Ｂ
系
統
本
の
伝
本
は
全
二
本
で
、
前
章
で
挙
げ
た
Ａ
系
統
本
に
比
べ
る
と
非
常
に
少
な
い
。

⑱
学
習
院
大
学
本
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［
一
］
学
習
院
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
研
究
室 

［
二
］
請
求
番
号
：
一
般
九
一
一
―
二
五
九
五
〇
〇
三
［
三
］
外
題
ナ
シ
・
内
題

「
歌
合
」［
五
］
巻
子
本
（
元
冊
子
本

）
20
（

）・
和
歌
二
行
書
［
六
］D

O
I: 10.20730/100089832 

［
七
］
月
明
荘
［
八
］
箱
書
「
岩
山
道
堅

自
歌
合
　
明
応
永
正
頃
写
」［
八
］
奥
に
贈
答
歌
三
首

⑲
佐
野
文
庫
本

［
一
］
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
・
佐
野
文
庫
［
二
］ 

三
六
―
三
二
六 

［
三
］
外
題
「
道
堅
法
師
自
歌
合
」・
内
題
「
歌
合
」［
四
］
冊
子
本
・

一
面
一
五
行
・
和
歌
一
行
書
［
六
］ 

］D
O

I: 10.20730/100207789 

［
七
］
新
潟
大
学
図
書
館 

［
八
］
奥
に
贈
答
歌
三
首
［
九
］
右
以

飛
鳥
井
雅
枝
卿
自
筆
之
本
写
之
畢

※
⑳
『
続
群
書
類
従
』
本

（
塙
保
己
一 

編
・
太
田
藤
四
郎 

補
『
続
群
書
類
従
』
第
十
五
輯
下
・
和
歌
部
・
巻
四
一
九
、
改
訂
三
版
、
続
群
書
類
従
完
成
会
本
、

一
九
八
九
年
一
月
）

　［
三
］
岩
山
道
堅
自
歌
合
［
九
］ 

右
以
飛
鳥
井
雅
枝
卿
自
筆
之
本
写
之
畢

　
Ｂ
系
統
本
に
つ
い
て
は
判
者
を
特
定
で
き
る
要
素
が
少
な
く
、『
群
書
解
題

）
21
（

』
が
⑳
『
続
群
書
類
従
』
本
の
書
写
奥
書
「
飛
鳥
井
雅
枝
卿

自
筆
之
本
写
之
畢
」
か
ら
、「
続
類
従
本
は
或
い
は
雅
親
の
判
か
」
と
指
摘
す
る
の
み
で
あ
る
。
道
堅
が
判
を
求
め
た
時
期
が
Ａ
系
統
の
跋

文
に
示
さ
れ
る
明
応
六
（
一
四
九
六
）
年
と
同
時
期
で
あ
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
雅
親
は
延
徳
二
（
一
四
九
〇
）
年
に
は
既
に
没
し
て
お

り
、
そ
の
役
目
を
果
た
す
こ
と
は
叶
わ
な
い
。
同
じ
飛
鳥
井
家
の
な
か
か
ら
可
能
性
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
道
堅
が
仕
え
た
足
利
義
尚
の
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歌
・
蹴
鞠
・
書
の
師
範
を
務
め
て
い
た
飛
鳥
井
雅
康
（
宋
世
）
か
、
新
将
軍
義
高
（
義
澄
）
の
師
範
と
な
っ
て
間
も
な
い
雅
俊
の
い
ず
れ
か

が
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
Ｂ
系
統
本
の
序
文
に
は
、
道
堅
と
判
者
に
つ
い
て
「
唯
以
二

多
年
芳
契
之
好
一

、
難
レ

拒
二

一
日
競
望
之
情
一

」（
た
だ
多
年
芳
契
の
好
を
も
っ

て
の
み
、
一
日
競
望
の
情
拒
み
難
し
）
と
記
し
、
出
家
前
に
行
わ
れ
た
『
撰
藻
鈔
』
編
纂
事
業
以
来
の
縁
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
雅
康
と
も
読

み
取
れ
る
。
雅
康
は
明
応
六
（
一
四
九
六
）
年
時
点
で
六
十
歳
、
歌
道
の
重
鎮
的
な
立
場
で
も
あ
っ
た
。
道
堅
の
生
年
は
未
詳
で
あ
り
、
自

歌
合
成
立
頃
の
年
齢
は
推
測
で
し
か
な
い
が
、
義
尚
の
奉
公
衆
と
し
て
仕
え
、『
撰
藻
鈔
』
編
纂
に
関
わ
っ
た
文
明
十
五
（
一
四
八
三
）
年

頃
は
二
十
代
前
後
、
本
自
歌
合
の
成
立
時
期
に
は
三
十
代
で
あ
ろ
う
か
。
Ａ
系
統
の
判
者
が
実
隆
（
当
時
四
十
歳
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

雅
康
は
年
齢
も
立
場
も
離
れ
て
い
る
う
え
、『
撰
藻
鈔
』
以
来
の
約
十
年
間
、
道
堅
と
雅
康
と
の
接
点
は
確
認
で
き
ず
、
現
時
点
で
は
雅
康

と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
対
し
て
、
雅
俊
は
明
応
六
（
一
四
九
六
）
年
時
点
で
三
十
四
歳
で
あ
り
、
明
応
期
に
実
隆
邸
に
頻
繁
に
出
入

り
し

）
22
（

て
い
る
様
子
が
確
認
で
き
る
。
雅
康
と
比
し
て
年
齢
が
近
く
、
実
隆
と
も
歌
会
等
で
同
座
し
て
い
た
雅
俊
の
可
能
性
も
考
慮
す
べ
き
だ

ろ
う
。

　
な
お
、
⑱
学
習
院
本
は
飛
鳥
井
流
の
書
風
を
有
し
て
い
て
雅
枝
筆
と
言
っ
て
よ
く
、
⑲
佐
野
文
庫
本
が
持
つ
書
写
奥
書
を
有
し
て
い
な
い

点
か
ら
、
⑲
の
親
本
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
小
松
茂
美

）
23
（

は
道
堅
の
筆
跡
を
「
栄
雅
流
」
と
し
て
挙
げ
て
お
り
、
飛
鳥
井
家
か
ら
和
歌
・

書
の
指
導
を
受
け
て
い
た
可
能
性
が
十
分
に
認
め
ら
れ
る
。
道
堅
が
飛
鳥
井
家
の
人
間
に
判
を
求
め
る
こ
と
は
不
自
然
で
は
な
く
、
や
は
り

Ｂ
系
統
本
の
判
者
は
飛
鳥
井
家
関
係
者
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

　
さ
い
ご
に
、
Ｂ
系
統
本
の
二
本
に
は
奥
に
贈
答
歌
三
首
が
確
認
で
き
る

）
24
（

。

　
　
こ
と
の
葉
に
き
ゝ
て
も
ふ
か
き
こ
ゝ
ろ
か
な
君
が
心
や
言
の
葉
の
道
（
一
）

　
　
　
　
返
し
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言
の
葉
に
こ
と
の
葉
そ
へ
て
こ
ゝ
ろ
あ
る
こ
ゝ
ろ
を
み
ち
の
た
か
き
に
ぞ
見
る
（
二
）

　
　
か
ぎ
り
な
く
お
も
ふ
な
さ
け
も
あ
さ
か
ら
ぬ
こ
ゝ
ろ
を
君
に
つ
く
し
て
ぞ
見
る
（
三
）

　（
一
）
は
、「
あ
な
た
の
言
の
葉
（
和
歌
）
を
聞
い
て
も
や
は
り
深
い
お
心
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
。
あ
な
た
の
心
こ
そ
和
歌
の
道
に
叶
う
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
」。
そ
れ
に
対
し
て
返
歌
は
、（
二
）「
私
の
言
葉
（
和
歌
）
に
あ
な
た
の
言
葉
（
判
詞
）
を
添
え
て
い
た
だ
き
、
こ
の
風
雅

な
お
心
を
和
歌
の
道
の
高
く
素
晴
ら
し
い
も
の
と
し
て
、
い
た
だ
い
た
判
詞
を
拝
見
い
た
し
ま
す
」、（
三
）「
際
限
な
く
思
っ
て
下
さ
る
あ

な
た
の
情
趣
あ
る
お
気
持
ち
（
判
詞
）
は
浅
く
な
い
も
の
で
す
、
わ
た
く
し
の
浅
く
は
な
い
（
感
謝
の
）
心
を
あ
な
た
に
す
べ
て
尽
く
し

て
、
い
た
だ
い
た
判
詞
を
拝
見
い
た
し
ま
す
」
と
解
せ
る
。
巻
末
の
三
首
の
贈
答
歌
は
、
自
歌
合
判
を
め
ぐ
っ
て
判
者
と
道
堅
の
間
で
交
わ

さ
れ
た
と
み
て
よ
い
。
判
詞
と
併
せ
て
、
両
者
が
ど
の
よ
う
な
態
度
で
自
歌
合
に
向
き
合
っ
て
い
た
か
を
検
討
す
る
材
料
と
な
り
得
る
だ
ろ

う
。

　
　
　
　
　
五
、
む
す
び
に

　
な
ぜ
、
室
町
期
に
い
た
っ
て
実
隆
周
辺
で
自
歌
合
が
急
増
し
た
の
か
。
ま
た
、
作
者
と
判
者
は
自
歌
合
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度
で
接

し
て
い
た
の
か
。
室
町
期
の
自
歌
合
に
つ
い
て
、
伊
藤
敬

）
25
（

は
武
家
・
地
下
歌
人
が
公
家
歌
人
に
判
を
得
る
態
度
に
は
「
公
武
・
中
央
と
地
方

の
文
化
交
流
増
益
が
う
か
が
え
、
単
な
る
秀
歌
撰
様
の
も
の
で
な
く
、
稽
古
修
行
を
重
視
し
て
の
経
営
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
」、「
本

来
の
、
多
数
集
合
の
開
放
性
・
勝
負
性
・
衆
議
褒
貶
性
が
失
わ
れ
て
、
特
定
作
者
の
特
定
判
者
に
よ
る
限
定
さ
れ
た
紙
上
判
、
師
弟
教
育
に

堕
し
て
し
ま
っ
た
」
と
評
し
た
。
た
し
か
に
、
本
自
歌
合
は
『
仙
洞
句
題
五
十
首
』
題
を
借
り
て
い
る
点
か
ら
題
に
合
わ
せ
て
新
た
に
詠
作

し
た
和
歌
と
考
え
ら
れ
る
。『
御
裳
濯
河
歌
合
』・『
宮
河
歌
合
』
を
は
じ
め
と
す
る
新
古
今
時
代
に
み
ら
れ
た
自
歌
合
の
よ
う
に
、
過
去
の
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自
詠
の
中
か
ら
撰
び
番
え
た
「
秀
歌
撰
」
的
な
性
格
は
有
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
自
歌
合
判
を
添
削
・
合
点
と
い
っ
た
師
弟
間
に
お
け
る

歌
道
稽
古
の
営
為
と
ば
か
り
考
え
て
良
い
の
か
疑
問
が
残
り
、
室
町
期
の
自
歌
合
研
究
は
未
だ
多
く
の
課
題
を
残
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
な

か
に
あ
っ
て
、
実
隆
周
辺
に
お
け
る
自
歌
合
の
初
期
に
位
置
し
、
二
者
に
判
を
請
う
た
と
考
え
ら
れ
る
『
道
堅
法
師
自
歌
合
』
の
検
討
は
、

当
時
の
自
歌
合
の
あ
り
方
を
示
す
可
能
性
を
有
し
て
い
よ
う
。

　
本
稿
で
は
、
そ
の
基
盤
的
研
究
と
し
て
『
道
堅
法
師
自
歌
合
』
の
諸
本
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。
判
詞
の
異
な
る
二
系
統
の
う
ち
、
Ａ

系
統
本
の
書
写
奥
書
か
ら
は
、
後
柏
原
院
勅
筆
本
を
中
院
通
勝
が
拝
借
し
て
書
写
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
細
川
幽
斎
の
手
を
経
て
世
に
広

ま
っ
て
、
田
村
宗
永
の
手
元
へ
渡
っ
た
様
子
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
、
通
勝
・
幽
斎
の
ふ
た
り
に
よ
っ
て
転
写
さ
れ
た
歌
書
が
如

何
に
広
く
享
受
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
、
近
世
初
期
の
歌
書
伝
播
の
実
態
を
示
す
一
例
で
も
あ
る
。
対
す
る
Ｂ
系
統
の
写
本
数
は
少
な

い
も
の
の
、
飛
鳥
井
雅
枝
筆
本
と
み
ら
れ
る
⑱
と
、
⑱
を
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
⑲
か
ら
は
、
飛
鳥
井
家
の
内
々
で
の
伝
本
と
も
考
え
ら

れ
る
。
い
ず
れ
も
作
者
・
岩
山
道
堅
と
縁
の
あ
っ
た
歌
人
ら
の
手
を
経
て
伝
わ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
詳
細
が
不
明
な
そ
れ
ぞ
れ
の
判

者
に
つ
い
て
も
、
当
時
交
流
を
重
ね
て
い
た
実
隆
・
飛
鳥
井
家
が
務
め
た
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
以
上
、
道
堅
研
究
の
出
発
点
と
し
て
、『
道

堅
法
師
自
歌
合
』
の
諸
本
と
基
礎
的
事
項
に
つ
い
て
示
し
た
。

【
附
記
】　
本
稿
は
、
和
歌
文
学
会
第
一
四
一
回
関
西
例
会
（
二
〇
二
三
年
四
月
二
十
二
日
・
於
京
都
女
子
大
学
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）
に

お
け
る
口
頭
発
表
「『
道
堅
法
師
自
歌
合
』
考
―
室
町
期
自
歌
合
の
一
例
と
し
て
―
」
に
基
づ
く
。
当
日
ご
教
示
賜
っ
た
先
生
方
、
な
ら
び

に
貴
重
な
原
資
料
の
閲
覧
を
ご
快
諾
い
た
だ
い
た
公
益
財
団
法
人
永
青
文
庫
（
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
）・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
・

学
習
院
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
研
究
室
に
は
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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・『
実
隆
公
記
』
の
引
用
本
文
は
、
続
群
書
類
従
完
成
会
太
洋
社
『
実
隆
公
記
』
に
依
り
、
私
に
返
り
点
を
付
し
た
。

・
書
誌
概
要
に
記
す
各
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
け
る
書
誌ID

・D
O

I

の
最
終
確
認
日
は
、
二
〇
二
三
年
九
月
二
十
九
日
で
あ
る
。

〈
注
〉

（
1
） 

前
田
雅
之
「
明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
一
）」（『
明
星
大
学
研
究
紀
要
』
二
十
二
号
、
明
星
大
学
人
文
学
部
日
本
文
学
科
、

二
〇
一
四
年
三
月
）・
同
「
明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
二
）」（『
明
星
大
学
研
究
紀
要
』
二
十
三
号
、
明
星
大
学
人
文
学
部
日
本
文
学

科
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
2
） 

川
上
一
「『
慈
照
院
自
歌
合
』
の
基
礎
的
研
究 : 

附
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
の
翻
刻
及
び
校
異
」（『
三
田
國
文
』
六
十
四
号
、
慶
應
義
塾
大
学
国

文
学
研
究
室
、
二
〇
一
九
年
二
月
）

（
3
） 

武
井
和
人
『
十
市
遠
忠
和
歌
典
籍
の
研
究
　
研
究
編
・
資
料
編
上
・
下
』（
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
二
〇
年
二
月
）
／
御
手
洗
靖
大
・
兼
築
信
行
「
早
稲

田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
五
十
番
歌
合
』
解
題
と
翻
刻
」（
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
一
七
〇
号
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
二
〇
二
三
年
三
月
）

（
4
） 『
実
隆
公
記
』
巻
九
「
室
町
殿
和
歌
打
聞
記
」
文
明
十
五
年
七
月
十
六
日
条
に
名
前
が
見
ら
れ
る
。

（
5
） 

井
上
宗
雄
ほ
か
編
『
未
刊
国
文
資
料
』
第
三
期
第
一
六
冊
、
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
、
一
九
七
〇
年
八
月
、
本
歌
合
で
は
、
一
番
左
・
七
番
左
・
十
二

番
右
に
出
詠
す
る
。

（
6
） 

一
回
忌
に
和
歌
を
取
り
重
ね
た
例
と
し
て
は
、『
実
隆
公
記
』
文
亀
三
年
七
月
二
十
六
日
条
に
、
宗
祇
の
一
回
忌
に
際
し
て
「
五
十
首
和
歌
取
重
レ

之
」

と
あ
る
。
井
上
宗
雄
は
「
文
亀
三
年
七
月
廿
六
日
宗
祇
の
一
回
忌
に
当
っ
て
実
隆
は
五
十
首
を
宗
祇
と
関
係
の
あ
っ
た
人
々
に
勧
進
し
た
」
と
述
べ

（『
中
世
歌
壇
史
の
研
究 

室
町
後
期
〔
改
訂
新
版
〕』（
明
治
書
院
、
一
九
八
七
年
十
二
月
一
三
九
頁
）、
た
し
か
に
冷
泉
政
為
『
碧
玉
集
』
に

 

　
　
　
　
西
尺
教
　
七
月
廿
九
日
宗
祇
一
回
に
実
隆
卿
す
す
め
侍
る

 

　
　
西
を
お
も
ふ
心
の
色
に
吹
き
そ
め
ぬ
秋
く
る
風
も
の
り
の
ほ
か
か
は
（
一
一
九
四
）

 

の
歌
が
確
認
で
き
る
点
か
ら
、
実
隆
が
追
善
五
十
首
和
歌
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
宗
祇
一
回
忌
と
同
様
に
、
道
堅
の
一
回
忌
に
際
し

て
も
実
隆
が
中
心
と
な
っ
て
追
善
和
歌
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
7
） 

伊
藤
敬｢

室
町
後
期
歌
書
誌
―
実
隆
・
基
綱
・
済
継
・
統
秋
・
宗
祇
・
道
堅
―｣

(

『
苫
小
牧
工
業
高
専
紀
要
』
四
号
、
苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校
、

一
九
六
九
年
三
月)

（
8
） 
米
原
正
義
『
戦
国
武
士
と
文
芸
の
研
究
』（
お
う
ふ
う
・
一
九
七
六
年
十
月
）
一
四
七
～
一
四
八
頁

（
9
） 

道
堅
の
書
写
活
動
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
『
実
隆
公
記
』
明
応
六
年
十
月
一
日
条
「
道
堅
法
師
来
、
源
氏
新
写
二
早
蕨
一
、
夢
浮
橋
等
料
紙
遣
レ

之

了
」・
明
応
六
年
十
月
三
日
条
「
道
堅
法
師
、
極
﨟
同
道
来
、
源
氏
物
語
□
□
書
写
事
道
堅
三
帖
持
来
、
相
残
料
紙
今
日
遣
レ

之
」
が
あ
り
、
実
隆
の
も

と
で
『
源
氏
物
語
』
の
分
担
書
写
者
を
担
っ
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
ほ
か
に
、
道
堅
筆
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
断
簡
（
古
筆
手
鑑
大
成
編
集
委
員
会
編

『
古
筆
手
鑑
大
成
』
第
五
巻
「
世
々
の
友
」
一
四
四
、
角
川
書
店
、
一
九
八
五
年
八
月
）
な
ど
が
あ
り
、
能
筆
家
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
。

（
10
） 『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
編
集
委
員
会
編
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
）「
道
堅
法
師
自
歌
合
」
項
（
山
本
啓
介
）

（
11
） 

宮
内
府
図
書
寮
編
『
図
書
寮
典
籍
解
題 

文
学
篇
』（
国
立
書
院
、
一
九
四
八
年
）

（
12
） 

伊
藤
敬
『
室
町
時
代
和
歌
史
論
』
新
典
社
研
究
叢
書
一
七
五
（
新
典
社
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
）
三
七
三
頁

（
13
） 

高
梨
素
子
「
三
条
西
実
条
の
歌
道
初
学
期
」（『
後
水
尾
院
初
期
歌
壇
の
歌
人
の
研
究
』
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
〇
年
九
月
、
二
〇
三
頁
）
は
、
文
禄
五

（
一
五
九
六
）
年
の
通
勝
か
ら
の
指
導
を
残
す
『
実
条
公
雑
記
』
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

（
14
） 

中
院
通
勝
は
天
正
八
（
一
五
八
〇
）
年
に
勅
勘
を
被
っ
て
丹
後
へ
逐
電
、
天
正
十
四
（
一
五
八
六
）
年
に
出
家
し
て
也
足
軒
と
号
す
る
。
井
上
宗
雄

「
也
足
軒
・
中
院
通
勝
の
生
涯
」（『
国
語
国
文
』
四
十
巻
十
二
号
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
、
一
九
七
一
年
十
二
月
）
参
照
。

（
15
） 

柴
田
光
彦
「
三
条
西
実
条
懐
紙
」（
伊
地
知
鐵
男
編
『
中
世
文
学 : 
資
料
と
論
考
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
八
年
十
一
月
、
三
六
〇
頁
）
に
「
文
禄
三
年

八
月
七
日
丹
州
や
足
に
て
是
ヲ
ヨ
ム
也
」
と
あ
る
。

（
16
） 

日
下
幸
男
『
中
院
通
勝
の
研
究
―
年
譜
稿
篇
・
歌
集
歌
論
篇
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
十
月
、
二
十
五
頁

（
17
） 『
北
岡
文
庫
蔵
書
解
説
目
録
』（
熊
本
大
学
法
文
学
部
国
文
学
研
究
室
ほ
か
編
『
北
岡
文
庫
蔵
書
解
説
目
録 : 

細
川
幽
斎
関
係
『
文
学
書(

正
・
続) 

：

北
海
道
国
文
学
文
献
目
録
：
山
崎
文
庫
目
録
』
大
空
社
、
一
九
九
八
年
五
月
）
で
は
、
す
で
に
④
の
解
説
に
極
札
の
記
載
が
み
ら
れ
、
目
録
が
整
備
さ

れ
る
以
前
か
ら
本
極
札
が
④
に
紛
れ
て
収
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
世
は
さ
か
さ
ま
に
」
で
始
ま
る
資
料
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
侯



『
道
堅
法
師
自
歌
合
』
諸
本
考
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爵
細
川
家
『
陳
列
品
目
録
』（
発
行
年
未
詳
）
に
は
「
一
、
藤
孝
自
筆
物
」
と
し
て
「
世
は
逆
さ
ま
　
壱
巻
」
と
「
道
堅
法
師
自
歌
合
　
壱
軸
」
が
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
④
が
「
世
は
逆
さ
ま
」
と
同
時
に
展
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
④
に
同
封
さ
れ
る
極
札
は
「
世
は
逆
さ
ま
」
の
付
属

品
で
あ
り
、
④
を
幽
斎
筆
と
極
め
る
も
の
で
は
な
い
と
言
え
よ
う
。
な
お
、『
永
青
文
庫
蔵
品
分
類
総
目
録
』
に
掲
載
さ
れ
る
一
四
〇
四
九
『
落
首
集
』

は
、「
世
は
さ
か
さ
ま
に
な
る
ハ
」
で
は
じ
ま
る
巻
子
一
巻
で
あ
る
（『
季
刊 

永
青
文
庫
』
五
号
、
一
九
八
二
年
五
月
、
二
十
三
頁
・
大
谷
俊
太
氏
の

資
料
調
査
に
基
づ
く
）。
同
一
内
容
の
資
料
紹
介
に
は
、『
細
川
幽
斎
長
歌
』（
池
田
広
司
編
『
中
世
近
世
歌
道
集
』
古
典
文
庫
第
一
八
〇
冊
、

一
九
六
二
年
七
月
）
と
、
林
達
也
「『
細
川
幽
斎
戯
文
』 

翻
刻
と
注
釈
」（『
駒
沢
國
文
』
三
十
七
号
、
駒
沢
大
学
国
文
学
会
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
）
が

あ
る
。『
陳
列
品
目
録
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
世
は
逆
さ
ま
」
と
は
、
永
青
文
庫
が
所
蔵
す
る
、
幽
斎
の
道
歌
を
記
し
た
『
落
首
集
』
を
指
す
の
で
は
な

い
か
。
本
極
札
を
め
ぐ
り
、
侯
爵
細
川
家
『
陳
列
品
目
録
』
に
つ
い
て
は
熊
本
県
立
美
術
館
学
芸
員
・
宮
川
聖
子
氏
に
、『
季
刊 

永
青
文
庫
』・『
落
首

集
』
に
つ
い
て
は
大
谷
俊
太
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
ご
教
示
賜
っ
た
。

（
18
） 

川
瀬
一
馬
編
『
龍
門
文
庫
善
本
書
目
』（
阪
本
龍
門
文
庫
、
一
九
七
九
年
十
二
月
）

（
19
） 『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
第
二
十
六
号
（
弘
文
荘
、
一
九
五
六
年
三
月
）

（
20
） 

た
だ
し
、
折
目
跡
か
ら
元
は
袋
綴
で
は
な
く
、
折
本
で
あ
っ
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

（
21
） 

明
応
二
年
前
後
で
は
、『
実
隆
公
記
』
巻
二
の
延
徳
三
年
六
月
二
十
六
日
条
・
明
応
三
年
二
月
二
日
条
・
同
十
七
日
な
ど
に
雅
俊
の
名
前
が
登
場
す
る

が
、
雅
康
の
名
は
確
認
で
き
な
い
。

（
22
） 

続
群
書
類
従
完
成
会
編
『
群
書
解
題
』
第
九
巻
和
歌
部
一
（
八
木
書
店
、
一
九
六
〇
年
五
月
）
二
三
七
～
二
三
八
頁
（
久
保
田
淳
）

（
23
） 

小
松
茂
美
『
日
本
書
流
全
史
』（
旺
文
社
、
一
九
九
九
年
二
月
）

（
24
） 

巻
末
贈
答
歌
の
本
文
は
、
⑱
学
習
院
大
学
本
を
底
本
と
し
、
私
に
濁
点
・
歌
番
号
を
付
し
た
。

（
25
） 

前
掲
注
12
、
六
〇
九
～
六
一
〇
頁

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


